
平成 27年度第４回市立岸和田市民病院地域医療支援委員会 開催結果概要書 １ 名称 市立岸和田市民病院地域医療支援委員会 ２ 開催日時 平成 28年３月 10日（木）午後 2時から午後 3時まで ３ 開催場所 市立岸和田市民病院 3階講堂（前） ４ 公開・非公開の別 公開 ５ 出席者 中山委員長、久禮副委員長、金本委員、山本委員、矢野委員、小林委員、宮本委員、槌谷委員、野上委員、小切委員、吉村委員 ６ 欠席者 なし ７ 関係職員及び事務局 笹山看護局長、加藤地域医療センター看護師長、澤近医療福祉部主査、大家地域医療センター職員、柿花事務局長、西村医療マネジメント課長、藤原経営管理課長、西田経営管理課参事、中川医療マネジメント課医療計画担当長、青田医療マネジメント課医事サービス担当長、道林医療マネジメント課診療情報担当長、野上医療マネジメント課医事サービス担当主査 ８ 傍聴人数 ０名 ９ 次第 １． 開会 ２． 委員長挨拶 ３． 案件 (1) 地域医療支援病院業務報告について (2) ４月からの診療体制について ４．その他 【議事概要】 1. 中山委員長より挨拶をいただいた。 平成 28年 1月より、矢野消防長が配属になったため、本会より出席となる。 2. 案件(1)について、地域医療支援病院業務報告（27 年度）の概要について、事務局より資料に基づき説明した。 案件(2)について、加藤医師が呼吸器センター長となり呼吸器内科は４名の医師体制となり、新体制が整い次第、紹介患者等の受け入れを再開すると小切委員より説明があった。 平成 29年度に地域医療センターを患者支援センターと改名し、入院患者さんが退院するまでの支援体制の構築と検討していると報告があった。 3. その他 野上委員より、平成 29年に向けての医療・介護に対し市民が不安になっていると意見があった。 中山委員長より、地域に在宅医療については医師会が協議会を立ち上げ検討を行い、前向きに進んでいると回答があった。 槌谷委員より、市民病院の入院環境について、 ・ナースステーション前の部屋が明るい ・トイレの流しのレバーが硬い ・ベッドが古い ・テレビカード（テレビ料金）が高い ・テレビ台のランプが眩しい と意見を頂いた。病棟のベッドについては 5年計画で随時更新をしていると説明があった。部屋が明るい、テレビ等の意見については、真摯に受け止め改善検討に努めると小切委員より回答があった。 以 上  


